
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）ハウスウェルネスフーズ㈱

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

【環境方針】

１．事業活動を通じて、省エネルギー、省資源、廃棄物の削減・再資源化、環境

負荷の低減等、健全な環境の維持向上を図るとともに、環境に配慮した製品

の提供に努める。

２．環境に関する法律並びに協定等および関連する社会的要求を順守する。

３．環境方針、環境目的・目標を定め、その実現を図り、定期的な見直しをする

ことにより環境マネジメントシステムの継続的改善を推進し、環境の汚染を

予防する。

４．従業員の環境への意識高揚を図り、環境方針に沿った行動を行うよう教育す

る。

５．環境マネジメントシステム活動を通じて、地域および社会に貢献する。

６．本環境方針はホームページに掲載し、公開する。

１－２ 環境保全活動に関する組織体制

管理本部 総務部 ＩＳＯサポートグループ 環境関連窓口

管理本部 補給部 ＳＣＭ推進グループ 特定荷主の責任

マーケティング・技術本部 生産部 業務グループ 省エネ法管理

マーケティング・技術本部 生産部 工務グループ 環境測定および届出

内部環境監査チーム

環境管理委員会

環境管理責任者社長

ＥＭＳ運営委員会

ＩＳＯサポートグループ

ＥＭＳ事務局

各グループ

各グループ

各部管理本部

事業開発本部

各グループ

各グループ

各部
マーケティン

グ・技術本部

大阪支店営業本部



２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

１．電力の消費量

を2005年度に対
し３％削減する。

2005年度に対し１％増加した。

・全体101％、生産部門99％、付属部門109％

（本社事務所のオール電化および外灯の増設による

電気消費量が109％に増加した。）

温暖化ガスに換算し

たエネルギー量を、20
08年度に対し原単位
で１％削減する。

（2009年度）

２．都市ガスの消

費量を2005年度
に対し３％削減

する。

2005年度に対し４％増加した。

・全体104％、生産部門105％、付属部門84％

（新工場の本格稼動により飲料工場の都市ガス消費

量が19％増加）

環境マネジメントプ

ラグラムの手段、ノー

残業デーを月１回実

施により温暖化ガス

使用量を2008年度よ
り削減する。

（2009年度）

３．廃棄物の最終

処分量を2005年
度に対し10％削
減する。

2005年度に対し最終処分量を７２％削減した。

・総廃棄物量は９％増加。（要因：新工場稼動によ

る原材料包装材廃棄物、飲料廃液の増加）

廃棄物量(原材料、製
品、飲料廃液)を2008
年度より減少させる。

（2009年度）

４．工場廃水負荷

（ＣＯＤ負荷量）

を2005年度より
減少させる。

・2005年度に対しＣＯＤの年間排出量が29％増加し
た。 

（新工場の本格稼動によりＣＯＤ負荷が増加した）

工場排水負荷（ＣＯ

Ｄ）を2008年度より減
少させる。

（2009年度）

５．製品包装資材

の改良を検討す

る。 

・６件の軽量化、薄膜化を実施した。 製品包装資材の改良

を検討し実施する。

（2009年度）

６．環境配慮製品

の優先的購入(購
入実績2006年比2
0％増加)

・社内一般用事務用品（ＩＳＯサポートＧ）はエコ

マーク商品を優先的に購入。（今期グリーン購入

法適合商品（エコマーク商品）159品目に増やし
た。）

環境配慮製品の優先

的購入（購入実績200
8年比１％増加）

（2009年度）



２ 環境保全活動の実施状況等（続き）

項 目 取組結果 今後の取組計画

７．輸送方法の効

率化の推進。

ＬＰＧ、ガソリン

・アイドリングストップの励行など、ＬＰＧ、ガソ

リンの消費量の削減に取組み中 

・ＬＰＧフォークリフト14台のうち７台を電気フォ
ークリフトに変更。

・2005年度に対し全体として12％の削減（ガソリン）、
40％削減（ＬＰＧ）した。

輸送方法の効率化の

推進。

ＬＰＧ、ガソリンの消

費量を2008年度に対
し削減する。（燃費改

善） 

（2009年度）

８．紙使用量を2
0 0 5年度に対し
４％削減、再生紙

使用率を75％に
する。

2005年度に対し紙使用量の全数で２％増加、再生紙
使用率77％

（コピー用紙はプロジェクトチームの活動が活発に

実施された事による増加）

紙使用量を2008年度
に対し削減する、コピ

ー紙の再生紙使用率9
9％以上を維持する。
（2009年度）

９．環境マネジメ

ントシステム

・環境マネジメントシステム運用 運用の継続的改善を

行なう。

10．環境教育 ・内部環境監査員教育の外部教育の実施

・各グループ単位の環境教育（年度計画）の実施

同左

11．地域社会活動
への参加

・事業場周辺の清掃活動（週１回） 

・正門前道路設置面にゴミ箱および灰皿を定置化、

ゴミの回収と清掃活動を実施。

同左


